
★☆★ 感想文 ☆★☆ 

エーアイサインさんの 3S 企業見学会に参加させて

いただいたのは今回で二回目なのですが、前回よりも

パワーアップしていて大変勉強になる見学会でした。 

 机の配置や棚の大きさ、道具の置き方、見易さなど、

一つ一つがとても考えられたものばかりでした。 

どうしても社内で 3S 活動のようなことを実施しよ

うとすると「やらされている感」が出てしまうのです

が、エーアイサインさんの従業員の方々は誇らしげに

自分たちの活動を紹介し、「3S 活動が楽しい」「整理整

頓しないと気になる」と言っていたのがとても理想的

な雰囲気であると感じました。 

そして 3S 活動の具体的な実行の仕方や考え方を見

学させていただきましたが、そもそもそれは社内での

しっかりとしたコミュニケーションが必須であり、そ

れが無くては成立しないものだとも気が付かされる見

学会でした。 

記/(有)平賀浄化槽センター 取締役 棟方 亮 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SOY 屋！辻口、新たな挑戦。 
～BtoBからBtoCへ！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3S企業見学会 
～3Sの取組みが 

どの様な成果に繋がったのか～ 
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★☆★ 感想文 ☆★☆ 

 創業者のお父様が逝去された事をきっかけに地元の

豆他卸業辻口商店を承継しました。 

課題が山積みの中、主な県産大豆は、価格が合わず苦

心の末、健康志向の時代に乗って、きなこの手作りを始

め、次は最高な大豆に白神山地の水、沖縄天然にがりの

組合せに「極(きわみ)」豆腐が完成しました。赤字資金

繰り、失敗続きの商品化に、にっちもさっちもならない

現状の中、ひたすら「必ず成功させる」「ブレない心、

諦めない！！」と毎日毎日一歩でも進むのみを心に決

めて歩いて来た事を振り返った時に、同友会の力を借

りた。全てに感謝ですと、次なる挑戦は、納豆作り、次

は次はと限りなく続く挑戦する姿勢を見せてくれまし

た。今後一人では、無理の有る仕事に、雇用はどうする

か等、課題もあふれています。しかし失敗を恐れない精

神と挑戦の言葉が今後どこまで拡がるか楽しみです。 

記/マイクロアルジェ瑠美 代表 豊島 文江 氏 

◆見学企業◆ (株)エーアイサイン(津軽支部) 

(2025/11/12  参加 35 名) 

◆報告者◆ 

(有)辻口商店 (青森支部) 

代表取締役  辻口 美香 氏 

(2025/11/10) 



 

 
 

挑戦でつなぐ未来 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

 

11 月理事会報告    於：事務局   2025.11.4(火) 

１）年度方針の確認 

●青森同友会２０２5年度重点活動方針 

●青森同友会３カ年ビジョン（2023～2025） 

２）報告事項 

●青森同友会の各支部・全県事業と全国行事について 

①各支部の動き 

②全県の動き 

③全国・ブロック行事の動き(2025年度) 

④中同協幹事会(2023.10.26)より 

⑤東北ブロック内での会勢・組織率比較 

●経営指針を創る会について 

●3 ヶ月先行管理の進捗状況について 

３）審議・確認事項 

●2026新春例会 in八戸に向けて 

●２０２5年度会勢目標について 

●各支部、委員会からの報告 

会員数418名／入会0社 退会2社 
 
 

12月理事会報告    於：事務局   2025.12.2(火) 

１）年度方針の確認 

●青森同友会２０２5年度重点活動方針 

●青森同友会３カ年ビジョン（2023～2025） 

２）報告事項 

●青森同友会の各支部・全県事業と全国行事について 

①各支部の動き 

②全県の動き 

③全国・ブロック行事の動き(2025年度) 

④中同協幹事会(2023.10.26)より 

⑤東北ブロック内での会勢・組織率比較 

●経営指針を創る会について 

●3 ヶ月先行管理の進捗状況について 

３）審議・確認事項 

●2026新春例会 in八戸に向けて 

●中期ビジョン及び26年度重点方針について 

●２０２5年度会勢目標について 

●各支部、委員会からの報告 

会員数419名／入会2社 退会 1社 
【次回開催日】２０２6年 1月 13日(火) 13:30～/事務局 
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◆報告者◆ 

(株)エステックス 代表取締役社長 

(株)想い工房 代表取締役 

 佐々木 佳弘 氏 (上十三支部) 

(2025/11/20  参加 21 名) 

★☆★ 感想文 ☆★☆ 

 佐々木さんの話を聞いて、やはり原動力は理念の

形成、育成、未来創造の三原則なのだと自分なりに

解釈しました。 

 佐々木さんは、中核となる科学性の法人、人間性

を軸とした法人を経営し、今後の展開では、それら

を独立した理念で自主、民主、連帯で分けて展開し、

それらが生む可能性に挑戦しているのだと理解し

ました。私的に最初は、会社分けの利点は様々なメ

リットがあるのも承知していますが、きっと佐々木

さんの会社分けは別の人格の形成に近いものだと

思います。実際に私は同友会に入会してから沢山の

方と知り合い、考え方を学ぶことができていると思

っていますが、佐々木さんは自社がそれぞれの人格

をもった会社に出来上がれば新たな発想ができ、よ

り自身が思う未来に近づくのではないか？また、そ

れぞれが成す個々の理念が互いの成長に影響をす

るのではないか？そんな挑戦していく姿勢が私達

を魅了していくのかもしれません。 

 確かに私と会社は、同じ名前かもしれませんが人

格は違うと思います。経営というメリットだけで法

人分けをするのもよくわかります。ただ私にはこの

挑戦の発想はありませんでした。この挑戦は強い信

念と理念の想像力を追求した佐々木さんの想いで

あり、労使関係を築き上げる手腕と挑戦だと思いま

す。様々な方法はあると思いますが、いろいろな角

度から考えてもこれが最善策のような気がします。 

今後とも各先輩方の報告を聞き、同友会でしか得

られないエネルギーを、声なき声を聴く力を学んで

いきたいと思います。ありがとうございました。 

記/(株)レイズ 代表取締役 長畑 幸治 氏 

 


